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人口・住宅センサスに関する原則及び勧告（抄） 
 

                                2007年 2月 

                                国際連合統計委員会 

 

センサスの本質的役割 
 
1.1   証拠に基づいた効果的な社会・経済政策決定は、今日では誰しもが認める方法である。適時・適切
に正確な統計を作成すること、さらに小地域あるいは小グループの人口に関する詳細な統計を作成するこ
とはその必要条件である。人口・住宅センサスの役割は、このような小地域の詳細な人口統計の構成や特
徴、地域分布などを明らかにし、提供することである。19世紀の終わりに国際統計会議がセンサスを実施
するように世界のすべての国々に勧告を出して以来、センサスは大多数の国々で定期的に実施されている。
国連も、1958年以降、人口・住宅センサスに関する原則と勧告を編集することにより、積極的にセンサス
を推進してきた。 
 
1.2   人口・住宅センサスの役割は数多くあるが、そのうちの本質的なものは以下に示すとおりである。 
 
(a) 人口・住宅センサスは、行政において本質的な役割を果たす。人口・住宅センサスの結果は、国民の
平等性、公平性を確保するために利用される。例えば、センサスデータは、様々な地域や地区に政府の資
金や福祉サービスを分配・配分する際に、また国・地方レベルの選挙地区を決定する際に、産業振興の効
果を測定する際に利用される。センサスの統計が存在しなければ、これらの政策の優先順位を決め、国民
の理解を得ることはほとんど不可能である。民間機関、研究機関あるいは個人などによる幅広い利用につ
いては、1.23で後述する。 
 
(b) センサスは、経済統計や社会統計などを含む国の統計体系の中においても本質的な役割を果たす。セ
ンサス統計は、統計作成の際のベンチマークとして、また標本調査のサンプリングフレームとして利用さ
れている。今日、ほとんどすべての国の統計体系は、効率的かつ信頼できる方法として標本調査に頼って
いる。人口・住宅センサスによって得られるサンプリングフレームがなくては、国の統計体系は、政府や
一般国民に利用され、信頼できる政府統計を提供することが困難となる。 
 
(c) センサスの基本的特徴は、小地域あるいは小グループの人口に関する統計を誤差なく、あるいは最小
限の誤差で提供することにある。小地域統計はそれ自体有用であるが、重要なのは任意の境界の地理的単
位上の統計を作成できることである。例えば、学校の場所を計画する際、必ずしも行政的な地域単位と同
じとは限らない学校地区別の子どもの人口分布のデータが必要となるであろう。同様に、行政区画に捉わ
れない、天然上の地理的単位の統計も作成可能である。このように、センサスデータはどのような地域単
位にも集計できるため、非常に柔軟に必要な統計を提供することができる。センサスのこの特徴は、ビジ
ネスの計画や市場分析といった民間部門での利用上もまた貴重なものである。 
 
(d) センサスの結果は研究分析のための基礎資料として利用される。さまざまな分析の中で、人口推計は
おそらくセンサスデータを用いた分析のうち、最も重要なものの一つであろう。将来推計人口は中央及び
地方政府の政策形成において非常に重要であるだけでなく、民間部門の意思決定においてもまた非常に重
要である。 
 
 
1.3   上述のように、街区などの小地域あるいは小グループの人口に関する統計を作成することは、極め
て重要である。2010年ラウンド人口・住宅センサスに参加するほとんどの国にとって、街区ごとのデータ
を得るため、統一的手法で同時に国内の全地域の個人個人に対してセンサスを行うこととなるであろう。
いくつかの国では代替的手法を採用することとなろうが、これらの手法においても、小地域あるいは小グ
ループの人口に関する統計を同時期に把握した統計を提供すべきである。 
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人口・住宅センサスの定義 

 

１ 人口センサス 

 

1.4 人口センサスは、特定の時点において、国内全域、あるいは明確に定義された国内の一部の地域のす

べての個人に対してデータを収集・蓄積・評価・分析し、人口・経済・社会データを公表・提供するまで

の一連の工程である。 

 

1.5 人口は生産や福祉の分配の基礎である。経済・社会の開発、行政運営、科学的研究のためには、信頼

できる人口の構成や分布の詳細なデータが必要である。人口センサスはこれらの基礎統計のデータ源であ

り、住宅に居住する者だけでなく、ホームレスや遊牧民などもカバーするものである。人口センサスのデ

ータは街区などの小地域を含む様々な地域区分による個人・世帯の統計を提供しなければならない。 
 
２ 住宅センサス 

 
1.6 住宅センサスは、特定の時点において、国内、あるいは明確に定義された国内の一部の地域のすべて

の住宅及び住民に対してデータを収集・蓄積・評価・分析し、統計データを公表・提供するまでの一連の

工程である。 

 

1.7 センサスは住宅供給に関する情報をその構造、通常の世帯が生活する上でのプライバシーや健康維持

のための設備の状況とともに提供しなければならない。住宅供給のための住民に関する十分な人口・社会・

経済データや、住宅不足の要因分析やその解消策の検討に必要なデータを提供しなければならない。その

ため、データは人口センサスの一部として、住宅に居住しない対象も含めて収集され、住宅センサスの結

果として分析・提供されることが多い。 
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人口・住宅センサスの基本原則 
 
1.8 人口・住宅センサスの基本原則は、個人個人に対する調査、明確な領域内における統一性、同時性及

び明確な周期性である。 

 
１ 個人個人に対する調査 

 
1.9 「センサス」の用語は、各個人及び各世帯が個別に調査され、それらの属性情報が個別に記録される

ことを意味する。唯一この方法を採ることにより、データや様々な属性別にクロス分析可能となる。この

要件は、実地に調査されるか、適切な行政レジスターから情報を得るか、またはその組合せにより達成さ

れる。 

 
２ 明確な領域内における統一性 

 
1.10 センサスは正確に定義された領域（全国の全域、あるいは明確に定義された一部の地域）をカバー

し、その領域内に現存するすべての人を対象とする必要がある。住宅センサスは、すべての住宅をその種

類に関わらず対象とすべきであるが、これは集計対象地域の大きさやクロス集計の度合いを考慮した上で

の標本調査による代替を排除するものではない。 
 
３ 同時性 

 
1.11 すべての個人及び住宅は明確に定義された１時点で同時に調査されるべきであり、データの参照期

間についても明確に定義すべきである。参照期間については必ずしも全事項について共通である必要はな

く、主としてセンサスの調査時点と同じとなるが、事項によっては調査時点前の期間であってもよい。 

 

４ 明確な周期性 

 
1.12 センサスは、時系列比較ができるよう、定期的に行われるべきである。センサスの時系列データは、

過去、現在と将来推計を正確に表すことができる。センサスは少なくとも 10年周期で実施することが推奨

されるが、国によっては、それぞれ国の人口・住宅の変動の速度に応じて、より短い周期で行うことが必

要な場合もある。 

 

1.13 センサスのデータは、国及び地方のデータとして、また国際比較可能なデータとしての価値を高め

るため、各国で同じ時期に実施することが望ましい。したがって、各国には西暦の０の年あるいはその近

接した年にセンサスを実施することを推奨する。しかし、法令上、行政上、財政上の制約などは国によっ

て異なることから、すべての国の実施時期を標準的に揃えることは必ずしも適当ではない。センサスの日

時を決める際は、これらの各国の事情は、各国が同時に実施すべきとの要請よりも優先される。 
 


